
市　報　に い が た （4）平成13年３月４日第　　　号1775

広報ラジオ　９時です！新潟市です（BSN 毎週土曜9:00～9:03） NICE TOWN にいがた（FM新潟毎週土曜10:55～11:00）、ほか

市
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
、
３
月
１

日
か
ら
全
面
的
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
も
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
市
政
情
報
、

暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
、
条
例
・
規

則
な
ど
を
見
る
こ
と
や
、
市
立

図
書
館
の
図
書
の
検
索
・
予
約

な
ど
が
で
き
ま
し
た
が
、
今
回
、

掲
載
す
る
内
容
を
大
幅
に
拡
充

す
る
と
と
も
に
、
よ
り
使
い
や

す
く
な
る
よ
う
機
能
の
追
加
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
、
こ
れ
ま
で
の
情
報

に
加
え
、「
介
護
保
険
ガ
イ
ド
」

や
「
税
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
（
質

疑
応
答
）」「
育
児
相
談
の
日
程

表
」
な
ど
、
市
民
生
活
に
密
着

し
た
情
報
を
一
層
充
実
さ
せ
た

ほ
か
、「
市
第
４
次
総
合
計
画
」

を
は
じ
め
と
す
る
、
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
計
画
な
ど
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、「
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
」

「
項
目
別
索
引
」
「
組
織
別
索

引
」
を
新
た
に
設
け
、
必
要
な

情
報
を
容
易
に
探
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
住
民
票
の
写
し
や

戸
籍
謄
抄
本
、
所
得
証
明
書
な

ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
利
用
が

多
い
申
請
書
・
届
出
書
の
様
式

に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
直
接
入
手
（
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
）
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た

（
た
だ
し
、
申
請
書
な
ど
の
提

出
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は

で
き
ま
せ
ん
。
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
担
当
窓
口
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
）。

市
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
役
立
つ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
作
り
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。
今
後
は
、
来
年
開
催
さ

れ
る
Ｗ
杯
サ
ッ
カ
ー
に
関
連
し

た
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
も
積
極

的
に
紹
介
し
て
い
く
予
定
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

電
算
情
報
課

（
�
内
線
２
１
３
２
）
へ

市
で
は
、
黒
埼
町
と
の
合
併

を
記
念
し
て
、
３
月
14
日
か
ら

18
日
ま
で
「
緒
立
・
的
場
遺
跡

展
」
を
開
催
し
ま
す
。

緒
立
遺
跡
は
旧
黒
埼
町
域
に

位
置
し
、
的
場
遺
跡
と
隣
接
し

て
い
ま
す
。
両
遺
跡
と
も
、
平

成
６
年
３
月
に
県
指
定
史
跡
と

な
っ
て
い
ま
す
。

同
展
で
は
、
両
遺
跡
か
ら
の

出
土
品
や
遺
跡
の
写
真
な
ど
を

紹
介
。
17
・
18
日
に
は
縄
文
の

文
様
を
付
け
た
り
、
土
器
の
か

け
ら
の
接
合
な
ど
を
行
う
「
体

験
コ
ー
ナ
ー
」
も
実
施
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
遠
い
昔
か
ら

深
い
結
び
つ
き
を
持
っ
て
い
た
、

両
遺
跡
の
世
界
に
触
れ
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時

３
月
14
日
〜
18
日
午
前

９
時
〜
午
後
５
時

会
場

黒
埼
北
部
公
民
館

申
し
込
み

当
日
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ

歴
史
文
化
課

（
�
内
線
２
２
５
２
）
へ

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
（
市
民
芸
術

文
化
会
館
）
で
は
、
５
月
20
日

に
「
北
の
国
の
陰
影
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
、
東
京
交
響
楽
団
に

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
で
は
、
６
月

３
日
に
「
デ
ィ
ヴ
ェ
ル
テ
ィ
メ

ン
ト
・
ベ
ル
リ
ン
」
の
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

「
デ
ィ
ヴ
ェ
ル
テ
ィ
メ
ン

ト
・
ベ
ル
リ
ン
」
は
、
ベ
ル
リ

ン
・
フ
ィ
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
マ

ス
タ
ー
で
あ
る
、
ラ
イ
ナ
ー
・

ゾ
ン
ネ
が
率
い
る
室
内
楽
の
グ

ル
ー
プ
で
す
。
ベ
ル
リ
ン
フ
ィ

ル
の
６
人
に
ベ
ル
リ
ン
国
立
歌

劇
場
の
ソ
ロ
・
ホ
ル
ン
奏
者
を

加
え
た
７
人
の
名
手
が
、
極
上

の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
奏
で
ま
す
。

当
日
は
、
ベ
ル
リ
ン
フ
ィ
ル

首
席
オ
ー
ボ
エ
奏
者
の
ア
ル
ブ

レ
ヒ
ト
・
マ
イ
ヤ
ー
を
迎
え
て
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
作
品
を
披
露
。

「
セ
レ
ナ
ー
ド
第
13
番
　
ト
長

調
『
ア
イ
ネ
・
ク
ラ
イ
ネ
・
ナ

ハ
ト
ム
ジ
ー
ク
』」「
オ
ー
ボ
エ

四
重
奏
曲
　
ヘ
長
調
」
「
デ
ィ

ヴ
ェ
ル
テ
ィ
メ
ン
ト
第
11
番

ニ
長
調
」
を
演
奏
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

日
時

６
月
３
日
午
後
５
時
開

演会
場

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
コ
ン
サ

ー
ト
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト

Ｓ
席
４
５
０
０
円
、

Ａ
席
３
５
０
０
円
、
Ｂ
席
２
５

０
０
円
　
※
同
館
お
よ
び
市
内

の
主
な
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
３
月

10
日
か
ら
発
売

問
い
合
わ
せ

同
館
チ
ケ
ッ
ト

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
�
２
２
４
・

５
５
２
１
）
へ

よ
る
「
第
12
回
新
潟
定
期
演
奏

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

シ
ベ
リ
ウ
ス
「
交
響
曲
第
１

番
　
ホ
短
調
」
、
プ
ロ
コ
フ
ィ

エ
フ
「
バ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
第

２
番
　
ト
短
調
」
を
披
露
。
前

日
の
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
で
の

定
期
演
奏
会
で
日
本
初
演
す
る

テ
ィ
エ
ン
ス
ー
「
ム
ー
ド
〜
ス

テ
レ
オ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
」
も
演
奏
し
ま
す
。

指
揮
は
、
シ
ベ
リ
ウ
ス
か
ら

現
代
作
品
ま
で
幅
広
い
レ
パ
ー

ト
リ
ー
を
持
つ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
出
身
の
女
性
指
揮
者
ス
ザ
ン

ナ
・
マ
ル
ッ
キ
さ
ん
が
担
当
。

ソ
リ
ス
ト
に
ユ
ネ
ス
コ
平
和
芸

術
家
と
し
て
音
楽
を
通
じ
て
平

和
の
ア
ピ
ー
ル
に
努
め
る
バ
イ

オ
リ
ニ
ス
ト
二
村
英
仁
さ
ん
を

迎
え
ま
す
。

同
館
が
吉
松
隆
さ
ん
に
作
曲

を
委
嘱
し
た
「
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー

レ
」
の
演
奏
を
合
図
に
開
場
。

ま
た
、
開
演
前
に
、
ポ
ジ
テ
ィ

ヴ
オ
ル
ガ
ン
（
移
動
式
の
小
型

の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
）
に
よ
る

「
ウ
ェ
イ
テ
ィ
ン
グ
コ
ン
サ
ー

ト
」
も
行
い
ま
す
。

日
時

５
月
20
日
午
後
５
時
開

演会
場

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
コ
ン
サ

ー
ト
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト

Ｓ
席
６
０
０
０
円
、

Ａ
席
５
０
０
０
円
、
Ｂ
席
４
０

０
０
円
、
Ｃ
席
３
０
０
０
円
、

Ｄ
席
１
５
０
０
円
　
※
３
月
９

日
か
ら
同
館
の
み
で
発
売

問
い
合
わ
せ

同
館
チ
ケ
ッ
ト

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
�
２
２
４
・

５
５
２
１
）
へ

テ
ー
マ
は
�
北
の
国
の
陰
影
��

平
成
８
年
に
大
江
山
地
区
の

笹
山
前
遺
跡
か
ら
ほ
ぼ
完
全
な

形
で
発
掘
さ
れ
た
縄
文
土
器
は
、

名
称
を
「
笹
山
前
遺
跡
出
土
縄

文
時
代
の
深
鉢
形
土
器
」
と
し

て
市
の
指
定
文
化
財
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
約
６
０
０
０
か
ら

６
５
０
０
年
前
の
縄
文
時
代
前

期
初
頭
の
も
の
と
み
ら
れ
て
い

ま
す
。

高
さ
約
21
�
�
、
上
部
が
ふ

く
ら
み
を
持
っ
た
ひ
し
形
、
下

部
が
円
筒
の
深
鉢
で
側
面
全
体

に
竹
へ
ら
で
削
り
取
っ
た
よ
う

な
点
描
で
半
円
や
筋
目
の
文
様

が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
丹
念
に
、

慎
重
に
文
様
を
付
け
続
け
て
い

っ
た
様
子
が
想
像
さ
れ
、
６
０

０
０
年
以
上
も
前
に
こ
の
新
潟

を
形
成
し
て
お
り
ま
す
。
爆
発

し
た
火
口
は
現
在
沼
沢
湖
と
い

う
湖
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
砂
礫
層
が
形
成
さ
れ
る
前
の

地
層
か
ら
こ
の
縄
文
土
器
が
発

掘
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
他
の

遺
跡
の
放
射
性
炭
素
年
代
測
定

法
な
ど
か
ら
年
代
の
推
定
が
さ

れ
て
い
ま
す
。

の
地
域
に
住
ん
で
い
た
人
々
が
、

ど
ん
な
思
い
で
、
ど
ん
な
様
子

で
こ
の
土
器
を
製
作
し
た
の
だ

ろ
う
か
と
親
し
み
を
感
じ
な
が

ら
想
像
し
て
い
ま
す
。
（
複
製

品
を
郷
土
資
料
館
な
ど
に
展
示
）

約
５
０
０
０
年
前
に
阿
賀
野

川
上
流
只
見
川
水
系
に
あ
る
火

山
が
爆
発
し
、
大
量
の
砂
礫

さ

れ

き

を

が
で
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
深
鉢
形
土
器
は
従
来
の

発
掘
物
よ
り
約
１
０
０
０
年
も

古
い
も
の
で
、
新
潟
の
人
間
居

住
の
歴
史
を
１
０
０
０
年
も
さ

か
の
ぼ
ら
せ
た
と
い
え
る
貴
重

な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
新
潟
県

を
代
表
す
る
火
炎
土
器
の
時
代

よ
り
も
、
お
よ
そ
１
５
０
０
年

内
側
に
は
低
湿
地
帯
と
し
て
葦あ

し

原
な
ど
が
広
が
り
、
大
雨
が
降

る
度
に
大
き
な
湖
と
な
る
な
ど

の
繰
り
返
し
を
た
ど
っ
て
き
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
砂
丘
の

上
に
人
の
生
活
が
始
ま
り
、
赤

塚
周
辺
や
黒
埼
の
緒
立
、
的
場

周
辺
、
大
江
山
周
辺
一
帯
の
砂

丘
地
の
上
に
縄
文
時
代
か
ら
の

れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
現
在
の

海
岸
部
の
砂
丘
は
第
Ⅲ
砂
丘
と

い
わ
れ
、
こ
の
砂
丘
上
か
ら
は

室
町
時
代
以
降
の
遺
跡
が
よ
く

発
掘
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

気
候
の
変
動
に
よ
っ
て
海
か

ら
押
し
返
さ
れ
る
砂
が
こ
の
よ

う
な
砂
丘
を
形
成
す
る
現
象
と

な
る
よ
う
で
す
。
こ
の
砂
丘
の

新
潟
の
平
野
は
約
１
万
２
０

０
０
年
前
、
氷
河
期
が
終
わ
っ

て
降
雨
が
増
え
、
山
々
か
ら
流

れ
出
る
堆た

い

積
物
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、

や
が
て
海
岸
部
に
赤
塚
地
区
か

ら
こ
の
大
江
山
地
区
に
か
け
て
、

第
Ⅰ
砂
丘
と
い
わ
れ
る
砂
丘
が

縄
文
時
代
前
期
ま
で
に
形
成
さ

余
り
も
前
の
も
の
で
す
。

そ
の
よ
う
に
古
い
昔
に
も
こ

の
地
域
に
立
派
な
文
化
行
動
を

す
る
人
々
が
住
ん
で
い
た
と
思

う
と
、
こ
の
地
域
の
居
住
地
と

し
て
の
条
件
の
良
さ
が
誇
ら
し

く
も
思
え
た
り
、
人
間
の
美
を

求
め
る
崇
高
な
文
化
行
動
の
原

点
に
触
れ
る
よ
う
な
と
き
め
き

を
感
じ
ま
す
。

平
成
13
年
度
の
予
算
に
こ
の

笹
山
前
遺
跡
の
隣
接
地
に
建
設

す
る
蔵
岡
公
園
の
基
本
設
計
費

用
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
が
、

縄
文
時
代
の
生
活
を
イ
メ
ー
ジ

で
き
る
杜も

り

や
住
ま
い
の
整
備
を

企
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

新
潟
の
縄
文

噴
出
し
、
阿
賀

野
川
に
よ
っ
て

流
さ
れ
て
こ
の

地
域
に
堆
積
し

て
砂
礫
の
地
層

生
活
の
形
跡
が

発
掘
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
海
や

川
か
ら
魚
を
豊

富
に
捕
る
こ
と

2002年Ｗ杯サッカーの国内開幕戦の
会場となる「新潟スタジアム（ビッグ
スワン）」のシンボルマークが決まりま
した。スタジアムを斜め上から見た形
と白鳥（スワン）の姿を融合させたデ
ザインです。

市青年の家　日本文化講座

香道への誘い～香の世界を楽しむ
日時 ３月25日午後４時～５時半
会場 万代市民会館　参加費 1,500円
対象 市内に在住・在勤・在学する35
歳までの人先着20人
申し込み 同家（会場内�246-7711）へ

関屋地区公民館 絵本のひろば
日時 ３月９日午前10時半～11時半
内容 親子で楽しむ絵本の読み聞かせ、
絵本の紹介　対象 親子先着15組
申し込み 同館（�266-4939）へ

坂 井 輪 図 書 館 読 書 会
日時 ３月14日午前10時～正午
会場 坂井輪地区公民館
テーマ図書 「中坊公平・私の事件簿」
中坊公平著（集英社新書）
申し込み 当日直接会場へ
問い合わせ 同図書館（�260-3242）へ

佐潟月例自然観察会 佐潟自然散歩
日時 ３月10・24日午前10時～11時半
集合場所 佐潟水鳥・湿地センター
申し込み 当日直接同センターへ
問い合わせ 同センター（�264-3050）へ
※雨天中止

鳥屋野地区公民館 黒埼の歴史
日時 ３月９日～30日毎週金曜日午後１
時半～３時半（16日は午後２時から）
内容 村と町のおこり、近・現代の黒埼
定員 先着50人　参加費 200円
申し込み 同館（�285-2371）へ

市女性センター・アルザ

情報図書室休館のお知らせ
期日 ３月５日～15日（蔵書点検のため）
※10・11日を除く期間中、本の返却と
新聞の閲覧はできます（午前10時～午
後５時）
問い合わせ 同センター（�246-7713）へ

市視聴覚センター
�16ミリ映写機操作講習会
日時 ３月13日午前９時半～午後４時半
定員 先着13人
申し込み 同センター（�222-7400）へ
�市民インターネット入門講座
日時 ３月14日午後２時～５時
内容 インターネットの基礎知識と体験
定員 20人　
申し込み ３月７日（消印有効）までに往
復はがきに住所、氏名、電話番号、年齢、
性別を記入し、西大畑町458-1、同セン
ターへ　※応募多数の場合抽選

西総合スポーツセンター

コスポッポ親子遊戯教室
日時 ３月８日午前10時～11時半
対象 幼児と保護者　※保護者のみ入場
料200円必要
申し込み 当日直接同センター
問い合わせ 同センター（�268-6400）へ

市ジュニア・オーケストラ教室

スプリング・コンサート
日時 ３月25日午後３時開演
会場 りゅーとぴあコンサートホール
曲目 ウッドハウス「小序曲『春』」、ビ
ゼー「歌劇『カルメン』組曲」、ほか
入場整理券の申し込み ３月19日（消印
有効）までに往復はがきに入場希望人数
（１枚につき２人まで）、住所、氏名、電
話番号、年齢を記入し、一番堀通町3-2、
同館事業課スプリングコンサート係（�
224-7000）へ　※りゅーとぴあインフ
ォメーションおよび音楽文化会館でも配
布しています

園芸センター 家庭果樹講座
日時 ３月９日午後１時半～３時半
内容 開花前後の管理、ほか
定員 先着50人
申し込み きょう４日午前９時から電話
で同センターへ

３月１日から新しくなった市ホームページ
（アドレス　http://www.city.niigata.niigata.jp）

新 潟 ス タ ジ ア ム
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